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【対象Li-二jj法】種 L々rl11線 ~L絶て,そcT)Illa】i打 1antPOtelltial

との相関か示さ才.lている 叩idennこJ打OWtllfactorreだptol･

(EGFR上 Cや沌B-2product凋2P),transfeTrinreceptor

(TFR)の発現と勝既移行上皮癌 汀CC)での予後因子

として重要な ABH 抗原の減弱について,免疫綴織染

色を行い,それら4つの7-カーについて,予後との関

連を検討 した.

対象は,1987年10月から1992年 1月の間に,当科及

び新潟大学関連病院で,潜航全摘術を受けた男性20例,

女性10例で,その新鮮凍結切片原本に対 し,蕃 gyow洩

faetoT及び血液型抗原に対するモノクロ-ナル抗体 を

使い,Streptoavまdinpero裏dase法を用いた.結果判

定は EGFR,B2Pではその陽性細胞の割合が25%以上,

TFR では50%以上のものを増強例 とし,ABH 抗原で

は50%以下を減弱例とした.

【結果と考察ヨ平均観察期間は680日であった.再発

死亡例は6例 (男性 4例,女性 2例)であった.この う

ち,TFR増強,ABH抗原減弱は6例全例に認め,fnFR,

TFR増強例は 5例であった. 嶺種のマ-カ-のうち,

異常が3項目未満であったものはま3例,3項目以上であっ

たものは17例でダ再発死亡例は全て後者をこ含まれていた.

このことより,growthfactorあるいは ABH 抗原単

独の検討よりも,これらを綴み合わせて検討することで,

より正確な予後判定が可能になると考えられた.
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【L二川勺】EGFは_Lf支細胞の分裂促進囲 †-上 して働 く

ことが知 られており,その リセブタ-である EGFR は

各種の癌において発現の程度と進達渡,骨化度,予後な

どとの関係が検討されている.また C増rb-B2遺伝子は

同様の増殖因子のレセプタ州をコー ドしてお り,その産

ショソに関与することが知 られている.腎尿管全摘後の

続発性潜航腰痛の発生頻度は20-40%であるといわれ

EGFR や C-erb-B2product(B2P)の発現がこれらの

発生を予想 しうるかを検討 した.

監対象および方法】腎孟 または尿管腫慶で腎尿管全摘

除術をおこなった21例を対象とした.免疫組織学的検討

は,凍結標本に対 し,マウス抗 ヒ トEGFR モノクロ-

ナル抗体と, ウサギ抗 ヒト CやrhB2ポ リタロ--ナル抗

体を用い StrpptLlヽ,idinbiotinbridgL,I(､Cl川iquL一にて

おこなった,結果の判定は,陽性細胞の割合が25%以上

を増強とした中

臣結果 と考察ヨEGFR は 9例で,B2P は 9例で増強

が認められた.続発健勝艶腰癌が発生 したのは21例中 7

刺 (SS籍)でありサ統計学的に有意差は認めなかったも

のの,いずれかの発現が増強 している13例車6例 (堀%)

で再発をみたのに対 し,いずれ も増強 していない8例率

では 1例のみ (12.5%)をこ再発を認めただけであった.

また組織学的悪性度 (酢ade)や,stageと再発との問

闘 夏山窪の傾向を認めなかった.今後 さらをこ症例数を重

ねて検討する必要があると思われる.


